
株主様向けインフォメーション
チーム一丸となり「No.1」を掲げて挑む
ニューイヤー駅伝“初出場・初優勝”
世界を舞台に戦うNo.1アスリートの育成を目指す「GMO
アスリーツ」は、駅伝への参入を発表しました。
2016年の創設以来、選手一人ひとりの力を高めてきた
GMOアスリーツは、東京オリンピックマラソン日本代表選
考レース【マラソングランドチャンピオンシップ】に選手2名
の出場が決定し、今秋開催の【世界陸上競技選手権大会】
のマラソン日本代表として山岸宏貴選手が選出されるな
ど、実績を上げています。
所属選手は総勢10名となり、今後は個人だけではなく、
チームでもNo.1を目指します。
まず初陣として、2019年11月3日開催の「東日本実業団
対抗駅伝競走大会」に出場、その後は2020年1月1日に
開催される「第64回全日本実業団対抗駅伝競走大会
（ニューイヤー駅伝）」への初出場・初優勝に挑みます。

https://athletes.gmo.jp/

GMOアスリーツの活動については、
こちらからご確認ください。

GMOアスリーツが駅伝に参入

6、12月末日において1単元以上所有の株主様に対し、株主優待関
連書類を郵送にて送付しています（郵送の目安：6月末→9月下
旬／12月末→3月中旬）。下記1～4の内容すべてを併用いただく
と12,000円相当と大変お得な内容になっております。

1　四半期配当

2.�GMOクリック証券におけるGMOインターネット株式買付手数料CB
1.おトクなクーポンサイトGMOくまポンギフト券（合計2,000円相当分）

3.GMOクリック証券での売買手数料CB
4.�GMOインターネットグループがご提供する各種サービスのご利用料

※�株主優待の申請手続きやより詳しい情報につきましては専用ホーム
ページをご確認ください。▶https://yutai.gmo.jp/

2　株主優待

詳細につきましては同封の「株主優待のご案内」
に記載の内容をご覧ください。ご利用方法やお
得なサービス等をご紹介しています。

「株主優待のご案内」もご覧ください。

※�ログインには「株主番号」「郵便番号」が必要となります。
株主番号につきましては同封の「配当金計算書」をご参照
ください。または、三菱UFJ信託銀行株式会社（下記連絡
先ご参照）でもご案内しております。

3　お問い合わせ先

１
〜
４ 

す
べ
て
利
用
可
能

0120-232-711（東京） 0120-094-777（大阪）
⃝株式事務手続きはこちら（三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社）

042-204-0303（通話料有料）
（受付時間：土日祝祭日等を除く平日9:00～17:00） 

⃝上記電話番号がご利用できない場合

専用ホームページ https://yutai.gmo.jp/
お問い合わせ先 03-3461-2222
（受付時間：土日祝祭日及び会社休業日を除く平日10:00～18:00） 

⃝株主優待はこちら（GMOインターネット株式会社　株主優待事務局）

▼期初方針に基づき6円の配当

2019年1月1日

2019年6月30日

第 2 四 半期決算報告
2019年 12月期

（単位：円） １Ｑ ２Ｑ ３Ｑ ４Ｑ 配当総額

2019年 6 6 — — 12.0

2018年 6 6.2 5.5 11.8 29.5

GMOアスリーツ監督 花田勝彦

今後の主な大会スケジュール
マラソングランドチャンピオンシップ（MGC）
東京オリンピックマラソン代表選考レースであるMGCへ橋本崚選手と
一色恭志選手が出場

2019年
9/15

10/6 世界陸上ドーハ男子マラソン日本代表に山岸宏貴選手が選出

11/3 東日本実業団対抗駅伝競走大会
2020年
1/1 第64回全日本実業団対抗駅伝競走大会（ニューイヤー駅伝）
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株主の皆様へ 連結業績ダイジェスト クローズアップサマリー（2019年4月1日　 2019年6月30日）

▼インターネットインフラ事業
フリーランス特化型の金融支援サービスを提供

上場20周年を迎え、更なる業績拡大へ
当第2四半期累計期間（1-6月）の連結業績は、好調が続くイン
ターネットインフラ事業が牽引し、過去最高の売上高を更新しまし
た。一方、営業利益においては前年にインキュベーション事業にお
ける株式売却益を計上したことから対前年では減益となりました。
インターネットインフラ事業は、決済・アクセス事業の好調に加え、
マーケティングコストの適正化などにより、対前年で大幅増収・増
益となりました。
インターネット広告・メディア事業は、広告代理が復調したことで、
売上高は前年同期を上回りましたが、自社アドテク商材及び自社
メディアの苦戦が続き、減益となりました。
インターネット金融事業は、外国為替市場のボラティリティ低下を
背景とした取引量の減少により減収・減益となりました。このよう
な状況においても、近年のFX取引におけるビッグデータ解析など
の改善施策により、収益率は過去最高水準となりました。
仮想通貨事業は、市場の回復を受け取引高が増加し、仮想通貨交
換は好調、仮想通貨マイニングは収益性の改善が進んだことか
ら、増収・黒字回復となりました。しかしながら再構築に伴う新しい
データセンター移設の遅れが課題となりました。
当社グループは、1999年8月の上場から20周年を迎え、1,000万
件を超えるインフラ岩盤収益と、世界No.1のFX取引高を誇る金融
サービスを提供する総合インターネットグループとなりました。今後
も「インフラ×金融」というグループの各事業の強みを活かし、新
たな事業展開を加速してまいります。

「インフラ×金融」
グループの強みを活かした
新たな事業展開へ

代表取締役会長兼社長・グループ代表

熊谷 正寿

当社グループは、「インフラ×金融」のグループシナジーを活か
し、フリーランス特化型の金融支援サービス「FREENANCE」
（フリーナンス）を提供しています。本サービスは、GMOクリエ
イターズネットワークおよびGMOペパボの顧客基盤であるフ
リーランス・個人事業主の皆様に対して、売掛債権の買取り・
即日払いを行い、資金繰りをサポートするものです。GMOペ
イメントゲートウェイの与信ノウハウの活用と、GMOあおぞら
ネット銀行のバーチャル口座を活用したサービスです。「顧客
接点×与信データ×金融機能」というグループの強みを各々が
発揮して既存にはない新たな価値を生み出していきます。

▼第2四半期決算のポイント

当第2四半期

（前年同期比8.6%減）

営業利益

（前年同期比3.4%増）

売上高

49,174百万円 5,957百万円

▼セグメント別の概況 （単位百万円、カッコ内は前年同四半期比増減率）
インターネットインフラ事業

28,434（14.5%増）売上高 3,583（29.5%増）営業利益

当四半期のポイント
●�ほぼすべての商材がプラス成長を遂げ、四半期売上高は過去最高
を更新
●�増収効果に加えプロモーションコストの適正化が寄与し、大幅増益

インターネット広告・メディア事業

11,573 （5.1%増）売上高 95（45.0%増）営業利益

当四半期のポイント
●顧客予算の拡大と新規獲得が進んだ広告代理が牽引し、増収
●自社アドテク商材が回復傾向を示し、四半期営業利益は増益

インターネット金融事業

7,474 （1.1%減）売上高 2,315（11.2%減）営業利益

当四半期のポイント
●�ボラティリティ低下を背景にFX取引高が減少し、減収・減益
●FX取引の収益率が過去最高水準となり、前四半期比で増収・増益

仮想通貨事業

2,108（20.7%減）売上高 678（165.6%増）営業利益

当四半期のポイント
●��仮想通貨交換は市場の活況を受け好調
●�仮想通貨マイニングは再構築の遅れにより採掘量が低下したため
減収するも、コスト圧縮により黒字化

バーチャル口座

③即日払い
（手数料）

①請求書

④支払い

ユーザー 取引先

②買取依頼

▼GMOあおぞらネット銀行の取り組み
APIの外部提供による「プラットフォーム銀行構想」
GMOあおぞらネット銀行は、株式会社エイチ・アイ・エスと、同
社グループで信用保証・企業間決済サービスを提供するH.I.S. 
Impact Finance株式会社との包括的業務提携に向けた覚
書を交わしました。H.I.S. Impact Financeは、GMOあおぞ
らネット銀行を所属銀行とする銀行代理業の許可を取得して
おり、今後は本提携のもと、新ブランド「Fimple Bank」による
銀行サービスを今年9月を目処に本格始動します。
この取り組みは、GMOあおぞらネット銀行がAPIを通じて銀行
システムを外部に提供する「プラットフォーム銀行構想」の一環
として行うものです。提携先には、無償提供されるAPIの活用
により、初期投資を抑えて銀行業に参入できるメリットがあり、
GMOあおぞらネット銀行は、単体ではアプローチできなかっ
た顧客の獲得を見込むことができます。今後は、さらなる提携
拡大に向けて、接続企業
のニーズに合わせたAPI
を開発していきます。
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▼セグメント別の概況 （単位百万円、カッコ内は前年同四半期比増減率）
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を更新
●�増収効果に加えプロモーションコストの適正化が寄与し、大幅増益

インターネット広告・メディア事業

11,573 （5.1%増）売上高 95（45.0%増）営業利益

当四半期のポイント
●顧客予算の拡大と新規獲得が進んだ広告代理が牽引し、増収
●自社アドテク商材が回復傾向を示し、四半期営業利益は増益
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7,474 （1.1%減）売上高 2,315（11.2%減）営業利益
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●�ボラティリティ低下を背景にFX取引高が減少し、減収・減益
●FX取引の収益率が過去最高水準となり、前四半期比で増収・増益

仮想通貨事業

2,108（20.7%減）売上高 678（165.6%増）営業利益

当四半期のポイント
●��仮想通貨交換は市場の活況を受け好調
●�仮想通貨マイニングは再構築の遅れにより採掘量が低下したため
減収するも、コスト圧縮により黒字化

バーチャル口座

③即日払い
（手数料）

①請求書

④支払い

ユーザー 取引先

②買取依頼

▼GMOあおぞらネット銀行の取り組み
APIの外部提供による「プラットフォーム銀行構想」
GMOあおぞらネット銀行は、株式会社エイチ・アイ・エスと、同
社グループで信用保証・企業間決済サービスを提供するH.I.S. 
Impact Finance株式会社との包括的業務提携に向けた覚
書を交わしました。H.I.S. Impact Financeは、GMOあおぞ
らネット銀行を所属銀行とする銀行代理業の許可を取得して
おり、今後は本提携のもと、新ブランド「Fimple Bank」による
銀行サービスを今年9月を目処に本格始動します。
この取り組みは、GMOあおぞらネット銀行がAPIを通じて銀行
システムを外部に提供する「プラットフォーム銀行構想」の一環
として行うものです。提携先には、無償提供されるAPIの活用
により、初期投資を抑えて銀行業に参入できるメリットがあり、
GMOあおぞらネット銀行は、単体ではアプローチできなかっ
た顧客の獲得を見込むことができます。今後は、さらなる提携
拡大に向けて、接続企業
のニーズに合わせたAPI
を開発していきます。
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株主様向けインフォメーション
チーム一丸となり「No.1」を掲げて挑む
ニューイヤー駅伝“初出場・初優勝”
世界を舞台に戦うNo.1アスリートの育成を目指す「GMO
アスリーツ」は、駅伝への参入を発表しました。
2016年の創設以来、選手一人ひとりの力を高めてきた
GMOアスリーツは、東京オリンピックマラソン日本代表選
考レース【マラソングランドチャンピオンシップ】に選手2名
の出場が決定し、今秋開催の【世界陸上競技選手権大会】
のマラソン日本代表として山岸宏貴選手が選出されるな
ど、実績を上げています。
所属選手は総勢10名となり、今後は個人だけではなく、
チームでもNo.1を目指します。
まず初陣として、2019年11月3日開催の「東日本実業団
対抗駅伝競走大会」に出場、その後は2020年1月1日に
開催される「第64回全日本実業団対抗駅伝競走大会
（ニューイヤー駅伝）」への初出場・初優勝に挑みます。

https://athletes.gmo.jp/

GMOアスリーツの活動については、
こちらからご確認ください。

GMOアスリーツが駅伝に参入

6、12月末日において1単元以上所有の株主様に対し、株主優待関
連書類を郵送にて送付しています（郵送の目安：6月末→9月下
旬／12月末→3月中旬）。下記1～4の内容すべてを併用いただく
と12,000円相当と大変お得な内容になっております。

1　四半期配当

2.�GMOクリック証券におけるGMOインターネット株式買付手数料CB
1.おトクなクーポンサイトGMOくまポンギフト券（合計2,000円相当分）

3.GMOクリック証券での売買手数料CB
4.�GMOインターネットグループがご提供する各種サービスのご利用料

※�株主優待の申請手続きやより詳しい情報につきましては専用ホーム
ページをご確認ください。▶https://yutai.gmo.jp/

2　株主優待

詳細につきましては同封の「株主優待のご案内」
に記載の内容をご覧ください。ご利用方法やお
得なサービス等をご紹介しています。

「株主優待のご案内」もご覧ください。

※�ログインには「株主番号」「郵便番号」が必要となります。
株主番号につきましては同封の「配当金計算書」をご参照
ください。または、三菱UFJ信託銀行株式会社（下記連絡
先ご参照）でもご案内しております。

3　お問い合わせ先

１
〜
４ 

す
べ
て
利
用
可
能

0120-232-711（東京） 0120-094-777（大阪）
⃝株式事務手続きはこちら（三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社）

042-204-0303（通話料有料）
（受付時間：土日祝祭日等を除く平日9:00～17:00） 

⃝上記電話番号がご利用できない場合

専用ホームページ https://yutai.gmo.jp/
お問い合わせ先 03-3461-2222
（受付時間：土日祝祭日及び会社休業日を除く平日10:00～18:00） 

⃝株主優待はこちら（GMOインターネット株式会社　株主優待事務局）

▼期初方針に基づき6円の配当

2019年1月1日

2019年6月30日

第 2 四 半期決算報告
2019年 12月期

（単位：円） １Ｑ ２Ｑ ３Ｑ ４Ｑ 配当総額

2019年 6 6 — — 12.0

2018年 6 6.2 5.5 11.8 29.5

GMOアスリーツ監督 花田勝彦

今後の主な大会スケジュール
マラソングランドチャンピオンシップ（MGC）
東京オリンピックマラソン代表選考レースであるMGCへ橋本崚選手と
一色恭志選手が出場

2019年
9/15

10/6 世界陸上ドーハ男子マラソン日本代表に山岸宏貴選手が選出

11/3 東日本実業団対抗駅伝競走大会
2020年
1/1 第64回全日本実業団対抗駅伝競走大会（ニューイヤー駅伝）
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